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NOC技術ノート No. 441 

塩素化ポリエチレンの加硫系について(2)

〔TCA/MDCA併用系〕

前回叫塩素化ポリエチレン (CM) の加硫系

として加硫剤のノクセラー TCA(2, 4, 6ート

リメルカプトーSートリアジン）と各種加硫促進剤

との併用について紹介した．加硫度が高く加硫速

度が速い組合せとして， TCAとノクセラー

MDCA (2ーメルカプトベンゾチアゾールのジク

ロヘキシルアミン塩）が最も好ましいことが認め

られた．今回は， TCA/MDCA併用における変量

効果について紹介する．

配合を表 1に示す. TCAを0.75-3.0phr及

び MDCAを1.25-5.0phr変量した．

ムーニースコーチ及びレオメータ加硫試験

(160℃, 180℃)結果を表 2に示し，レオメータ

加硫曲線を図 1, 2に示し， TCA及び MDCA変

量におけるトルク値及び加硫速度 (tc(90)) の

関係を図 3に示す．

TCA/MDCA併用において，加硫剤 TCAは増

量によりトルク値が上昇する（配合 No.1, 2, 

3). また加硫促進剤 MDCAは増量により加硫

速度が速くなる（配合 No.4, 2, 5) ことが

わかる．

次回，加硫物の物性について紹介する．

1) NOC技術ノート No.440: 日ゴム協誌， 70, 474, 
(1997) 

実験

表 1 配合

CM* 100 

酸化マグネシウム 10 

SRFプラック 40 

DOP 20 

加硫系 表 2

＊塩素化ポリエチレン，塩素含有率40

％，ムーニー粘度76(MSi+, 100℃) 

表 2 未加硫ゴムの特性
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図1 レオメータ加硫曲線
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図 2 レオメータ加硫曲線
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図 3 TCA及び MDCAの変量効果

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行った試験に基づくものでありますが，結果をすべて確

実に保証するものではありません．
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